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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
（
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
）
に
お
け
る
成
果
と
報
酬
の
関

係
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
及
び
六
に
つ
い
て

労
働
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
に
つ
い
て

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

本
年
三
月
に
労
働
政
策
審
議
会
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
労
働
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
」
（
以
下

「
法
案
要
綱
」
と
い
う
。
）
で
は
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
対
象
労
働
者
の
年
収
要
件
は
、
「
労
働
契
約
に
よ

り
使
用
者
か
ら
支
払
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
賃
金
の
額
を
一
年
間
当
た
り
の
賃
金
の
額
に
換
算
し
た
額
が
（
中
略
）
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
こ
と
」
と
し
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た
毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
お
け
る
平
成
二

十
六
年
の
毎
月
「
き
ま
っ
て
支
給
す
る
給
与
」
の
額
は
、
二
十
六
万
千
二
十
九
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
収
に
換
算
す
る
と

三
百
十
三
万
二
千
三
百
四
十
八
円
で
あ
り
、
当
該
年
収
額
を
三
倍
す
る
と
九
百
三
十
九
万
七
千
四
十
四
円
で
あ
る
。
ま
た
、

お
尋
ね
の
平
均
給
与
額
の
三
倍
を
相
当
程
度
上
回
る
額
に
つ
い
て
は
、
法
案
要
綱
に
お
い
て
、
「
三
倍
の
額
を
相
当
程
度
上

一



回
る
水
準
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
当
該
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
本
年

二
月
に
労
働
政
策
審
議
会
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
今
後
の
労
働
時
間
法
制
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
報
告
）
」
に
お
い
て
、

「
具
体
的
な
年
収
額
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
法
第
十
四
条
に
基
づ
く
告
示
の
内
容
（
千
七
十
五
万
円
）
を
参
考
に
、
法
案

成
立
後
、
改
め
て
審
議
会
で
検
討
の
上
、
省
令
で
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
」
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
時
点
で
は
お
答
え
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、労
働
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
、現
在
検
討
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
四
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
お
尋
ね
の
平
均
給
与
額
の
三
倍
を
相
当

程
度
上
回
る
額
に
つ
い
て
は
、
法
案
要
綱
に
お
い
て
、
「
三
倍
の
額
を
相
当
程
度
上
回
る
水
準
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
額
以
上
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
当
該
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
本
年
二
月
に
労
働
政
策
審
議
会
で
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
「
今
後
の
労
働
時
間
法
制
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
報
告
）
」
に
お
い
て
、
「
具
体
的
な
年
収
額
に
つ
い
て
は
、

労
働
基
準
法
第
十
四
条
に
基
づ
く
告
示
の
内
容
（
千
七
十
五
万
円
）
を
参
考
に
、
法
案
成
立
後
、
改
め
て
審
議
会
で
検
討
の

上
、
省
令
で
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
」
と
さ
れ
て
い
る
。

二



七
か
ら
九
ま
で
に
つ
い
て

労
働
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
に
つ
い
て

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
法
案
要
綱
に
お
い
て
追
加
す
る
も
の
と
し
て
い
る
「
法
人
で
あ
る
顧
客
の
事
業
の
運

営
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
、
立
案
、
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
活
用
し
た
商
品
の
販
売

又
は
役
務
の
提
供
に
係
る
当
該
顧
客
と
の
契
約
の
締
結
の
勧
誘
又
は
締
結
を
行
う
業
務
」
で
あ
っ
て
、
裁
量
労
働
制
の
対
象

と
な
る
も
の
は
、
当
該
業
務
の
性
質
上
こ
れ
を
適
切
に
遂
行
す
る
に
は
そ
の
遂
行
方
法
や
時
間
配
分
の
決
定
に
関
し
、
大
幅

に
労
働
者
の
裁
量
に
委
ね
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
当
該
業
務
の
遂
行
の
手
段
及
び
時
間
配
分
の
決
定
等
に
関
し
使
用
者
が
具

体
的
な
指
示
を
し
な
い
こ
と
と
す
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
の
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

十
及
び
十
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
固
定
残
業
代
制
」
に
つ
い
て
、
労
働
関
係
法
令
上
こ
れ
を
定
義
し
た
規
定
は
な
い
が
、
一
般
的
に
、
一
定
時

間
分
の
時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
を
定
額
で
支
払
う
こ
と
と
す
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
仕
組
み
で
あ
る
と
承
知
し

て
い
る
。

ま
た
、
個
別
の
事
案
に
お
け
る
使
用
者
の
義
務
等
に
つ
い
て
は
、
事
案
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、

三



一
般
的
に
、
当
該
契
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合
、
使
用
者
は
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十
五

条
第
一
項
並
び
に
労
働
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
労
働
契
約
の
締
結
に
際
し
、
労
働
者
に
対
し
て
、
賃
金
の
決
定
、
計
算
及
び
支
払
の
方
法
と
し
て
、
定
額
で
支

払
う
こ
と
と
す
る
割
増
賃
金
に
係
る
時
間
を
、書
面
の
交
付
に
よ
り
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
は
、

同
法
第
百
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
罰
則
の
適
用
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
般
的
に
、
使
用
者
は
、
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
時
間
外
労
働
時
間
及
び
休
日
労
働
時

間
に
応
じ
た
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同
項
に
違
反
し
た
場
合
は
、
同
法
第
百
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
六

箇
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

四


